
森林土木工事における総合評価落札方式の見直し 
（平成26年度） 

 
 

 ◎ 技術提案の履行確認について 
    技術提案書により提案された技術提案は全て履行することとなりました。 
   （過大な提案や仕様書等にそぐわない提案については、不採用となります。） 

 ◎ 工事において、専任の主任技術者を配置する場合、これまで同一の専任の 
  主任任技術者が２以上の工事を兼ねることが出来る距離が、５kmから１０km 
  に変更となりました。 

 ◎ 本年度から、受注者の施工体制の確保及び建設資材の確保を図るため、余   
  裕期間を見込んだ工事が発注されることがあります。余裕期間内の技術者の    
  配置は要しないこととなっています。 

 ◎ 現在パソコンのウインドゥズXP問題により、新しいパソコンの更新されること  
  がありますが、農林水産省電子入札システムは、 Windows ８以上及Internet       
  Explorer１１は使えません。 



機密性２情報 配布者限り 

 
 技術提案の履行確認について 

    技術提案書により提案された工程表や技術所見について、全て実行して頂き、
履行確認することとなりました。（不採択項目は除く) 
 過大な出費等を伴う提案や仕様書等で求める基準を満たさないような提案、
又は、実行することにより危険を伴う提案などは、不採択とします。 

簡易型総合評価落札方式 
(入札説明書 ８－（３）－２）) 
①簡易な施工計画に関する事項 
 提出された工程表及び技術的所見の記載内容について、工期の設定の適切
性、工事の実施手順の妥当性、現場条件への対応、安全対策等、課題への対
応の現場条件を踏まえた的確性、優位な工夫等を評価する。  
  また、簡易な施工計画は発注者が示す仕様に基づく施工における技術的所見
を求めているものであり、当該仕様書を超える対策は求めていない。 
 なお、当該仕様書を超える対策を提案し、採用された場合は請負者の負担とす
る。 
 
 

森林土木工事における総合評価落札方式の見直し 
（平成26年度） 



技術提案の工程表の作成の注意点 
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